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Thestructuredgroupencounter(SGE)wasexecutedfOrtenhighschoolstudentsThechangeinthelevel

oftheselfaffirmativefeelingandtheadultcareermaturitywasexamined,andtheeffectivenessoftheSGEin

thecounselingonchoiceofcollegeandthecareereducationwasfOundatthattime

ThestudentwhoexperiencedSGEcatcheshimself/herselfofthetruth，and，inaddition，theselfL

affirmativefeelinghasrisentotheselfreceipL

ThestudentreviewedtheselfdiscoveredhisprobleminthefUture,andwasabletodrawaconcreteimage

ofthefUturebyexperiencingSGEInthat,thedesirefOrthefUturehasrisentostudents，

ItisnecessarytonotethefOllowingmattertodoSGEeffectivelyJnaword,itiseffectiveinterventionetc・

thatsetthecontentofthepresentaｔｉｏｎｏｆｔｈｅＨｏｗｏｆｔｈｅｔａｒｇｅｔａｎｄｔｉｍｅandtheexerciseandtheencounter

procedures，ａｎｄmatchittothefeatureofthegroup．Ａ､d，itisnecessarytodotbeseapproachesaccordingto
therealitiesoftheschoolandtheclass．

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：highschoolstudents，structuredgroupencounter,adultcareersupport

自分を表現する力を養うこと，つまり自己肯定感を高

めると同時にコミュニケーション能力を高めること

は非常に重要であると考えられるそして，このよう

な力を身につけることにより，自己への関心が高まり

意欲的な姿勢が育まれ，その結果，夢・目標が明確に

なり，自分の人生を自分の力で切り開いていこうとす

る態度が養われると考えられる

ここで，現在の学校教育の中で自分の将来について

見つめる時間を挙げると，進路指導やキャリア教育な

どがある．野口3)が「進路意識の発達は，自己形成の

プロセスと切り離せない」と述べ，さらに進路指導

の目標として「自己理解」３）を挙げていることから

進路指導やキャリア教育を効果的に活用することによ

り，子どもたちは日常的に自己を見つめ，自己理解が

深まることが期待きれる．それにより，進路指導や

キャリア教育の時間が，前向きに人生を歩む力を身に

つけていく時間になると考えられる．そこで。諸富4）

が「自己肯定感一自分を，自分の人生を大切に生きて

１．はじめに

近年，若者や子どもたちの夢・目標に対する意識は

化してきていると言われている．例えば，梶田'）は変化してきていると言われている．例えば，梶田'）は

現代の若者に対して「何らの目標意識ももたないまま，

その日暮らしの姿を呈している」と述べ，現代の若者

や子どもたちの多くは明確な夢・目標を持っておらず，

｢ただなんとなく」生きている様子が窺える．このよ

うに現代の若者や子どもたちが夢・目標を明確に持

てずにいるのは，人格が形成される段階において十分

に自己受容を果たせず，自分の人生を前向きにとらえ

ることができないためであると考えられるさらに大

半の時間を学校で過ごす子どもたちにとって，人格形

成に関わる学校教育の役割は大きいそこで学校教育

について，吉野2)が「自分を好きになる子を育てると

か，自尊感情や，自己存在感，自己肯定感を高めると

いった心の教育の充実が求められている」と述ぺて

いることから学校で子どもが自他ともに認め合い，
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いきたいという気持ち－を育てていくことが何にもま

さる現代の教育最大の課題だと思っている．そして，

学校におけるその最大の武器が，構成的グループエン

カウンターなのである.」と述べていることから，本

研究では子どもたちの自己肯定感を高めることを狙い

とし，子どもたちの夢・目標意識を高め，前向きな姿

勢を育むことを最終目的として，構成的グループエン

カウンター“structuredgroupencounter：SGE”（以下，

エンカウンターまたはSGEと称す）を実施したさら

にエンカウンターの実施による自己肯定感の高まり

と，人生への前向きな姿勢との関連を明らかにし，学

校でＳＧＥを行う際の留意点や課題等を検討した

表ｌエクササイズの目的と内容

2．研究方法

1．調査方法

1）調査期間：平成１９年１０月中旬～１２月中旬

2）調査対象：調査への協力が得られたＫ県立高校一

校に在籍する保健委員および自学室登校（カウンセリ

ング室登校）の生徒10名（男子４名，女子６名，うち

3名は自学室登校生：以下協力者と称す）と本研究実

施者２名，協力校養護教諭１名，計１３名．

3）調査方法：協力者には，事前調査と事後調査にお

いて，－部修正した自己肯定感尺度5）と成人キャリア

成熟尺度6)を用いた質問紙調査を行ったまたＳＧＥ

実施後は振り返りシートへの記述を求めた．

実施者には，ＳＧＥ実施後に観察記録，個人の状態

記録，反省・評価，実施者自身の反省と感想を記録し

た．

養護教諭には，全SGE終了後にインタビューを

行った．

4）調査内容：（１）自己肯定感質問紙：平石5)が作成

した質問紙の選択肢を－部修正して用いた質問項目

は自己受容，自己実現的態度，充実感，自己閉鎖性・

人間不信，自己表明・対人的積極性，被評価意識・対

人緊張の合計６因子,４１項目から成る．選択肢は,４｢よ

くあてはまる」３「ややあてはまる｣，２「あまりあて

はまらない」ｌ「まったくあてはまらない」の４段階

評定とした

(2)成人キャリア成熟質問紙：坂柳6)が作成した質問

紙の選択肢を一部修正して用いた質問項目は人生

キャリア関心性尺度，人生キャリア自立性尺度，人生

キャリア計画性尺度の合計３因子，２７項目から成る．

選択肢は，４「よくあてはまる｣，３「ややあてはまる｣，

２「あまりあてはまらない」ｌ「まったくあてはまらな

い」の４段階評定とした質問紙の中で夢や目標につ

いての自由記述および，質問紙に関する感想を求めた

(3)ＳＧＥ本研究では表ｌに示す４つのエクササイズ

【】：エクササイズ名く＞：ねらい

を選択しインストラクション，エクササイズ，シェ

アリング，ウォーミングアップの４本柱で計４回実施

したまた，事前調査において，自己肯定感および成

人キャリア成熟得点が低かった協力者に対して，効果

的なＳＧＥを実施できるよう，ペア・グループ編成や

エクササイズ内容の検討を行い計画を進めた．なお，

事前承諾を得て，ＳＧＥの様子は毎回ビデオで撮影し

た．

(4)振り返りシート：協力者に各回のＳＧＥの目標達

成度について自己評価を求めたまた各回の目的達

成に関する質問２項目および「積極的にグループ活動

に参加することができた」を含む質問３項目について

問うた選択肢は，３「とてもそう思う｣，２「ややそう

思う｣，ｌ「あまりそう思わない｣，ｏ「全くそう思わな

い」の４段階評定としたさらに自由記述で夢・目標，

グループ活動への感想，実施者への意見・要望を求め

た．

(5)養護教諭へのインタビュー:｢一般的にみた現代の

子どもたちの現状について｣，「SGE開始後の生徒の

様子や変化について」「進路指導やキャリア教育の一

環としてＳＧＥを行うことについて」の３項目について

インタビューを実施した．

１
回
目

【私のイメージ】
＜自己開示・フィードバック＞
目的

●

● 自分についてじっくりと振り返り，自分の良
さや特徴に気づく．友達との相違点を肯定的にとら
￣

え， お互いを尊重しあえる集団の基盤を作る．
内容：①リラックスして自分のことを話す

②自分を肯定的に受け止める

③自己を表現しやすい集団の雰囲気を作る

２
回
目

【気になる私：見方を変える】
＜自己理解・自己受容・自己主張・他者理解＞

：
短
ラ
る
：

的
，
プ
め
容

目
た
う
高
内

:短所を長所にリフレーミングすること．ま

短所もひっくるめてあなたはＯＫなんだよとい

プラスメッセージをもらうことで，自己肯定感を

容：①自分の短所を見つめ，長所に変える
②自己を肯定的に受け止める

３
回
目
【私の話を聞いて～拒否と受容のロールプレイ～】
＜自己開示・自己受容・他者理解＞
目的：ある役割をとり，現実の場面を擬似的に演技
してみることで，具体的な体験を通して自分への気
づきを深める．同時に，役割を交換して演じること
で２ 他人の気持ちを体験的に理解する力をつける．
内容：①肯定的に相手の話を聞く

②自分の話を肯定的に聞いてもらうことで自
己受容を深める

４
回
目

【ハッピー・ウェーブ】
＜自己受容・他者理解・自己主張＞
目的：過去に対する自分の気持ちや心残りに気がつ
く．これまでの人生を受け入れて，未来に自信を持
＝つ．

内容：①過去の自分を受容する
②これからの自分を前向きにとらえる
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5）倫理的配慮：事前に養護教諭から生徒へ本研究の

調査内容について説明し，協力者１０名を募った．そ

の後，事前調査時に実施者から詳しく本研究の調査内

容の説明を行った．参加承諾書の内容は，計６回の調

査への参加プライバシーへの配慮，資料・記録物の

管理等である．参加承諾書は事前に養護教諭に渡し，

事前調査前まで回収した．

2．分析方法

自己肯定感の分析については，自己肯定感を構成す

る各因子得点の合計を出し自己肯定感得点とした

また，得点化したときに肯定的傾向を示す，自己受容，

自己実現的態度，充実感，自己表明・対人的積極性の

各因子をプラスの得点として扱い，否定的傾向を示す，

自己閉鎖性・人間不信，被評価意識・対人緊張の各因

子をマイナスの得点として扱い，加算するものとし

全因子得点が上昇するほど自己肯定感の改善を示すも

のとした．

自己肯定感および成人キャリア成熟における各合計

得点，および各因子得点の事前・事後調査，または

SGE実施前後における平均値の比較は，Wilcoxsons

sign-ranktestを用いたなお，有意差判定は１％およ

び５％の危険率で行った．

表２．協力者における自己肯定感および各因子の平均点

の変化（点）

因子事前（､=10）事後（､=10）事後一事前有意差

自己受容

自己実現的態度

充実感

自己閉鎖性・人間不信

自己表明・対人的積極性

対人緊張・被評価意識

０
２
５
１
２
２

●
●
巴

２
２
２
２
１
０

１３．８±1．４８

２３０±２．４５

２６．２±２．９７

－１２．５±３．６６

１８．４±３．４７

－１５．２±２．３９

１１．８±１．８１

２０．８±３．９７

２３．７±３．５６

－１４．６±４．８８

１７．２±２．５３

－１５．４±４．０６

＊＊

＊

＊＊

＊

ｎＣＳ．

、．ｓ、

自己肯定感 43.5±１５．１２５３．７±１０．３９１０．２＊

Ｆ

Ｗｉｌｃｏｘｓｏｎｓｓｉｇｎｅｄ‐ｒａｎｋｔｅｓｔ幹Ｐ<0.01．＊Ｐ<0.05 渡しＤ、.Ｓ､

事前調査では，成人キャリア成熟各因子得点は，協

力者間で大きな差はみられないが「人生キャリア計画

性」において，やや低い傾向を示したこれらより，

｢人生キャリア計画性」を高めることをねらいとして

SGEを実施したところ，表３から分かるように協力

者の成人キャリア成熟得点は事前に比べ事後で有意

(P<００１）に上昇したまた，「人生キャリア関心性」

｢人生キャリア自律性」「人生キャリア計画性」すべて

の因子において事前よりも事後で有意（Ｐ＜００１，Ｐ

＜００５）な得点上昇がみられた個人ごとにおける

結果では，成人キャリア成熟得点は，事前に比べ事後

で上昇した者が１０名中８名であり，下降したものが

１０名中２名であったまた，成人キャリア成熟各因子

得点に注目すると，事前と比べて事後で得点が上昇し

た協力者は，「人生キャリア自律性」因子においては

１０名中９名，「人生キャリア関心性」因子においては

１０名中８名，「人生キャリア計画性」因子においては

１０名中８名であった

3．結果

1．協力者の変化および評価

l）自己肯定感および各因子の得点変化

事前調査では自己肯定感各因子得点は「自己閉鎖

性・人間不信」「対人緊張・被評価意識」に個人差が

大きい傾向がみられたこれらより，「自己閉鎖性・

人間不信」「対人緊張・被評価意識」を高めることを

ねらいとしてSGEを実施したところ，表Ｚから分かる

ように，協力者の自己肯定感得点は事前に比べ事後で

有意(Ｐ＜005）に上昇した特に「自己受容」「自

己実現的態度」「充実感」「自己閉鎖性・人間不信」に

おいても，事前より事後で有意(Ｐ＜００１，Ｐ＜００５）

な得点の上昇がみられた．

個人ごとにおける結果では，自己肯定感得点は，事

前に比べ事後で上昇した者が10名中８名であり，下降

したものが10名中２名であったまた，自己肯定感各

因子得点に注目すると，事前と比べて事後で得点が上

昇した協力者は，「自己受容」因子においては１０名中

8名，「充実感」因子と「自己閉鎖性・人間不信」因

子においては１０名中７名，「自己実現的態度」因子と

｢対人緊張・被評価意識」因子においては,１０名中６名，

｢自己表明・対人的積極性」因子においては，１０名中

5名であった

2）成人キャリア成熟および各因子の得点変化

表３協力者における成人キャリア成熟および各因子の

平均点の変化（点）

因子事前（､=10）事後（､=10）事後一事前有意差

人生キャリア関心性

人生キャリア自律性

人生キャリア計画性

26.6±４．４３

２７．３±2.06

24.4±３．６９

29.2±４．５９

３０．６±2.41

27.6±３．５７

６
３
２

２
３
３

＊
幹
鉾

成人キャリア成熟７８．３±9．３３８７．４±8．６２9.1＊＊

Ｗｉｌｃｏｘｓｏｎｓｓｉｇｎｅｄ・ｒａｎｋｔｅｓｔ幹Ｐ<0.01‘＊Ｐ<0.05
■

3）自己肯定感得点と成人キャリア成熟得点の相関関

係

協力者全体の自己肯定感得点と成人キャリア成熟得

点の相関関係は，事前調査ではr=０５６とかなりな正

の相関がみられたまた，事後調査においても，

r=０．４８とかなりな正の相関がみられた．

事前調査においては，表４に示すように成人キャ

リア成熟得点のうち，「人生キャリア関心性」因子得

点と強い正の相関が見られた自己肯定感因子は，「自

己実現的態度」因子（r=0.84）であり，かなりな正の

相関が見られた因子は「自己受容」因子（r=067）で

あった．次に「人生キャリア自律性」因子得点と強い
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表５．事前調査における協力者全体の自己肯定感および

成人キャリア成熟各因子得点の相関関係（r）（、

＝１０）

正の相関が見られた自己肯定感因子は，「自己受容」

因子（r=０８８)，「自己実現的態度」因子（r=080）で

あり，かなりな正の相関が見られた因子は「充実感」

因子（r=045)，「自己表明・対人的積極性」因子

(r=０６５）であった最後に「人生キャリア計画性」

因子と強い正の相関が見られた自己肯定感因子は，

｢自己実現的態度」因子（r=087）であり，かなりな

正の相関が見られた因子は「自己受容」因子

(r=063）であったこれらより，成人キャリア成熟

各因子得点と「自己受容」因子，「自己実現的態度」

因子各得点とは高い相関関係があることがわかった

事後調査においては，表５に示すように，成人キャ

リア成熟得点のうち，「人生キャリア関心性」因子得

二T三;愚1,込ﾐﾐL二iii`人煎ア人灘ア人熟ア
自己受容

自己実現的態度

充実感

自己閉鎖性・人間不信

自己表明・対人的積極性

対人緊張・被評価意識

0．６２

０．７９

－０．１２

０．１１

０．２２

０１２

０．５８

０．７７

－０．２１

０．００

０．４３

０．３１

１
５
０
６
９
８

５
５
０
３
２
０

●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０

SpeBnmn,ｓｃｏｒｍ旧tior1coofVic珀祇

表６．協力者のＳＧＥへの自己評価の全体平均（点）

協力者

(ｎ＝１０）
第１回第２回第３回第４回

①積極的にグループ活動に参
加することができた

②自分のことを肯定的に受け
止めることができた

③グループの雰囲気は自分を
表現しやすいものだった

表４事前調査における協力者全体の自己肯定感および

成人キャリア成熟各因子得点の相関関係（r）（ｎ

＝ｌｏ）
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自由記述による気持ちの変化について，多くみられ

た記述は，第1回目ＳＧＥ後では，「自分も相手も否定

的にとらえるのではなく，肯定的にとらえたい｣，第

２回では，「見方を変えると短所が長所に変わること

が分かったため，前向きな気持ちになれた」第３回

では，「受容的な話の聞き方の大切さが分かったため，

今後に生かそうと思う」，「受容的な態度で話を聴い

てもらうことで気が楽になった」第４回では，「自

分の人生は悲しいことが多いと思っていたけど，意外

と楽しいことの方がたくさんあったのだとわかった」

であった．

5）事前・事後調査における夢・目標についての自由

記述

協力者の大半が事前調査に比べ事後調査において

具体的な夢・目標を持てるようになったことがわかっ

た協力者の－人においては，事後調査で「努力は必

ず楽しんでする」と記述しているように目標に向け

て気持ちの在り方も変化したことがわかった．また，

その他の協力者においても，近い将来達成したい目標

が具体化した者が多かった

2．実施者から見たＳＧＥの観察記録，個人の状態記

録，変化および評価

l）第１回目のＳＧＥ：協力者の表情も明るく，和やか

な雰囲気だったが，初回でもあり，周囲の様子を窺っ

ている協力者もいたたびたび男子の協力者がふざけ

合う場面もあったが，実施者の説明には全協力者が真

剣に耳を傾けていたペアおよび全体のシェアリング

においては，相手の話を真剣に聴こうとする様子がう

かがえた．ＳＧＥ初回にしてはどの協力者も明るい表

Spearman,scorr0Iatibn

点と強い正の相関が見られた自己肯定感因子は，「自

己実現的態度」因子（r=077）であり，かなりな正の

相関が見られた因子は，「自己受容」因子（r=058)，

｢自己表明・対人的積極性」因子（r=0.43）であった．

次に「人生キャリア自律性」因子得点とかなりな正の

相関が見られた自己肯定感因子は，「自己受容」因子

(r=０５１)，「自己実現的態度」因子（r=055）であっ

た最後に「人生キャリア計画性」因子と強い正の相

関が見られた自己肯定感因子は，「自己実現的態度」

因子（r=079）であり，かなりな正の相関が見られた

因子は，「自己受容」因子（r=0.62）であった

これらより，成人キャリア成熟各因子得点と「自己

受容」因子，「自己実現的態度」因子各得点とは高い

相関関係があることがわかったまた，事前調査に比

べ事後調査において相関係数の明らかな上昇が見られ

た項目は，「人生キャリア関心性」因子得点と「自己

表明・対人的積極性」因子得点（r＝０．２０からｒ＝

043）で，その他の因子では明らかな上昇が見られず，

下降した因子もあった

4）協力者の自己評価と自由記述

各回のSGE終了後の自己評価の全体平均は表6の示

す通りである．回を重ねるごとに得点が上昇している

ことが分かる．
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情で参加しており，男子，女子の協力者中にそれぞれ

ムードメーカー的存在がいたその他に集団作りや

発表への積極性がある協力者がいたが，逆に消極的な

協力者もおり，またワークシートや振り返りシート

の記入のペースもそれぞれであり，協力者間に個人差

がみられた．しかし，第１回SGEは自分や相手を肯定

的に見つめることができた１時間だったようだ．集団

の雰囲気は非常に良いため，協力者の積極性や主体性

が高まることを今後の課題として挙げた。

2）第２回目のＳＧＥ：男子の協力者間がペアのことで

もめており，実施者に対してペア変更を求める場面が

みられたり，エクササイズに集中できていない様子で

いたが，全体的にリフレーミングが上手に行われてい

た女子の協力者は真剣な表情で実施者の説明を聴き

前回より緊張せずに参加できたようだった特に協

力者のうち４名は，相手の短所を自分の言葉で上手に

リフレーミングしていた第２回目のSGEということ

もあり，前回よりリラックスした状態でスタートする

ことができた．

3）第３回のＳＧＥ：男子の協力者の中に落ち着きがな

くエクササイズやシェアリングに集中できないものが

いた女子の協力者は積極的にエクササイズに参加し，

相手の話を受容的に聴く様子がみられた男子の協力

者の中には受容のロールプレイの際に恥じらいを感

じ，エクササイズに集中できていない者がいた．その

反面，女子の協力者は，話を聴く際も話す際も真剣な

表情で取り組んでいた。特に協力者のうちの２名は受

容的な態度で話を聴く様子がみられたエクササイズ

においては，協力者一人ひとりが話の良い聞き方を意

識していた．しかし，ペア活動において，ありのまま

の自分の気持ちを相手に打ち明けずに，差し障りのな

いことを話題の中心にしていた協力者もみられた第

４回SGEはグループで活動を行うため，実施者が適切

な介入をし，ありのままの自分を表現できる雰囲気を

作ることが課題として挙げられた．

4）第４回目のＳＧＥ：ウオーミングアップにおいて男

女の協力者間で協力し合う場面がみられたエクササ

イズでは，どの協力者も積極的に取り組み，グループ

のシェアリングにおいても受容的な態度で相手の話を

聴く様子がみられた今回のウォーミングアップでは

５名が明るい表情で参加しており，十分な体ほぐしが

できた状態でエクササイズに臨めていた．ハッピーウ

エーブや未来予想図を書く際は，すぐ書き上げる者も

いれば，時間がかかりなかなか進まない者もいた．

ハッピーウエーブを行うことで多くの協力者が今まで

の自分を受容できたことがわかったまた，前向きな

姿勢や積極'性が養われたことがわかった

3．養護教諭へのインタビューからの意見・評価

l）ＳＧＥ開始後の協力者の様子や変化について

ＳＧＥ開始前は，－人もくもくと作業をすることが

多かった協力者が，ＳＧＥ終了後，男子も含め他の保

健委員会メンバーと楽しそうに交流する姿がみられた

また，自学室登校だった生徒が教室で授業を受けるよ

うになった．その要因として，ダンス発表会やクラス

マッチなどの学校行事があったためだと考えられる．

中でも，異性との関わりに苦手意識を抱いていた協力

者は，なかなか教室に行けなかったが，エクササイズ

や学校行事を通して異性と交流しその不安が解消さ

れたように思える．

2）進路指導やキャリア教育の一環として，ＳＧＥを行

うことについて

少人数や高い意識を持った集団で，エクササイズを

行う場合はよい結果が期待できるが，学級など大人数

で行う場合は一人ひとりが正しく目的を理解して参加

することが難しいため，期待する結果が得づらいと考

えられる．学級などの中で目的を理解せず，遊び感覚

で参加するような集団の力が強い場合には，全体の雰

囲気も悪い方向へ進むことさえあり得る．エクササイ

ズのメンバーにおいても親しすぎると恥じらいが生じ，

目的が達成されないため，グループ構成や実施時期に

は十分配慮する必要がある．またＳＧＥを実施して

いる一定の期間内は，ＳＧＥで得たものを持続させよ

うとする意識が高いが，それを日常生活に転移できる

かどうかは定かでない実施者の介入も，発達段階や

集団の特徴に合わせたものでなければ，協力者は「や

らされている」と感じて自発性を阻害されたり，一方

では何をやっているのか分からず目的が達成されな

かったりする．実施者は集団に合わせた介入の仕方を

考えていかなければならない

4．考察

1．事前調査における自己肯定感および成人キャリ

ア成熟

協力者全体の自己肯定感の平均得点は４３５点であ

り，自学室登校生の３名は平均得点を下回っていた

この結果は，教室で授業を受けることができない自分

との葛藤があると同時に養護教諭が「自学室登校の

生徒はまわりの目を気にし過ぎている」と述べるよう

に，ありのままの自分を受け入れられずにいるためだ

と考えられる．また，そのような自分をまわりの人に

受け入れてもらえないという不安感もこの結果を生み

出した－要因だと言える諸富4）も今どきの子ども，

若者について「彼ら彼女らは“仲間”のがんじがらめ

になってしまっている．“グループ”から外れ，孤立

することを極度に恐れ，仲間と衝突しないよう，仲間
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活が送れたこと，エクササイズを通して自己受容を深

め，自己に対する満足感を得られたことから「充実

感」が高まったと考えられる．最後に「自己閉鎖

性・人間不信」因子得点では，第１回，第３回エクサ

サイズの目的として「自己開示」を挙げており，その

目的が達成きれたこと，全ＳＧＥを通して他者との関

わりを深め，他者に対する信頼度の度合いが高まった

ことなどにより改善がみられたと考えられる．

協力者間の得点差については，エクササイズの目的

達成への意識の違いがあったこと，エクササイズを通

してより具体的な課題や改善点を見出したことなどが

影響したと考えられる．また半数の協力者が改善し

た「自己表明・対人的積極性」因子については，有意

差は見られなかったが，全ＳＧＥにおいて自己開示を

したり発表をしたりする機会があったことから，効果

が早期に現れた者や，期間内では十分に現れなかった

者との個人差があったためだと思われる．よって

ＳＧＥを日常的に継続して行うことにより，より大き

な効果が期待できると考えられる．

3．成人キャリア成熟の変化とＳＧＥの効果

協力者全体の成人キャリア成熟得点は，事前に比べ

事後で有意（P<o､０１）な上昇が見られたこれらの

変化の要因は，夏秋９１が「『夢をもつ」という意味は，

将来の明るさを見通すこと，自己を肯定し希望や志

をもつことであろう.」と述べていることから，全

SGEが自己を見つめ直す機会となり，今後の課題が

見つかるとともに具体的な将来像が見えそれを実現

しようとする意欲が高まったためだと考えられる．

次に有意な上昇が見られた協力者全体の成人キャ

リア成熟得点の各因子においては，「人生キャリア関

心性」因子得点では，事後調査の夢・目標についての

自由記述や振り返りシートの自由記述において，「近

い将来達成したい目標は，もう少し積極的な人間にな

るということ（中略）初めての人とでも，もう少し

話せるように…」「もっと人前で積極的に話せるよ

うに自分に自信を持つことができる人になっていき

たいなと思いました」などと述べていることから

全SGEにおいて自己表現をしたり発表をしたりする

機会があったため，自分を見つめ直すとともに積極性

が高まり，自分の人生に強い関心を示すようになった

ためだと考えられる．「人生キャリア自律性」因子得

点では，１１１田'０１が「目標が達成され，達成感や成就

感，充実感を味わうことができた子どもは自信と力を

得，いっそう「やる気」が出てくるとともにより高

い目標を掲げて頑張ることができるようになる」と

述ぺていることから，エクササイズを通して自己受容

が深まり．自信が芽生え，自己の人生を自分で切り開

いていこうとする意欲が高まったためだと考えられる．

の欲求を敏感に感じ取ってそれに合わせている」と

述べていることから，協力者間にもこの傾向があるこ

とが窺える．一方，協力者全体の成人キャリア成熟の

平均得点は７８３点であった．得点のばらつきはあっ

たが極端に低得点の者はいなかった．これは，荒

川7'が「に'二'卒時の学力で入学する高校や商卒後の進路

機会が制約される傾向がある」と述べていることをも

とに協力枝が進学校であり，入学時点である程度卒

業後の進路を考え，自己の将来像を描いているためだ

と考えられる．

2．自己肯定感の変化とＳＧＥの効果

協力者全体のF|己肯定感得点は事前に比べ事後で

有意（Ｐ＜００５）な上昇が見られた．これらの変化の

要因には，１０名中７名がSGE実施期間中にＫ県生徒

保健協議会に参加し，それぞれが重要な役割を果たし

ていたこと，アサーショントレーニングを行いコミュ

ニケーション能力を高めていたこと，女子の協力者全

員が校内ダンス発表会に参加し，一人ひとりが主体的

かつ一致ｌ１Ｉ結して取り組んでいたこと，クラスマッチ

においてクラスの絆が深まったこと，そして今回の

SGEが協力者一人ひとりの自己肯定感を高めること

をねらいとして構成されたものであったことなどが考

えられる．

次に有意な上昇が見られた協力者全体の自己肯定

感得点の各因子においては，「自己受容」では，全エ

クササイズにおいて「ありのままの自分を受けとめ

る」ことをねらいとしていたこと，実施者がＳＧＥの

エクササイズやシェアリングにおいて常に相手の話を

肯定的に聴くよう介入していたことにより，１０名中８

名の得点上昇につながったと考えられる．さらに，岡

田8'が「他人から肯定きれることなく，｜≦|己肯定感が

育つことなどないと思うからです」と述べているよ

うに他者に受け入れてもらうことで口己受容が深

まったと考えられる「自己実現的態度」因子では，

実施者がSGEにおいてエクササイズ開始前に目的を

説明することによって，協力者が目的達成意識を持っ

て臨めたため，全SGEが効果的なものになったこと

が考えられる．ざらに，第４回ＳＧＥ開始前の協力者と

の会話から，Ｋ県生徒保健協議会や校内ダンス発表会

などで自らの役割を自覚し，意欲や生きがいを感じて

いたことなどもその－要因だとも考えられる．そして

｢充実感」因子得点では，養護教諭が「エクササイズ

開始前は，保健委員会の活動中もメンバー間の交流は

盛んではなかったが，全ＳＧＥを通して男女の境なく

楽しそうに交流するようになった」と述べているこ

とから，ＳＧＥを通して協力者間の友人関係が円滑に

なり，男女の境なくコミュニケーションを|刃れるよう

になったと考えられるそれによ')，充実した学校生
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｢人生キャリア計画,性」因子得点では，夢・目標の自

由記述において，事前では「放射線技師など｣，「教

師｣，「英語ＯＲ国語関係の仕事」と答えていた協力者

が，事後ではそれぞれ「将来は放射線技師になりたい

です．そして，アフリカや東南アジアなど海外に行き，

難民救助をしたい.」，「大学に合格して教師になりた

いと思う.」，「翻訳家になりたいと思っています」と

答えたことから，第４回エクササイズにおいて，今ま

での自分を振り返り，受け入れることによって前向き

な姿勢が育まれ，自己の将来をよりよいものにするた

めに自分はどうすべきか具体的な課題や夢を生み出し

たためだと考えられる．また，計４回のSGEでこれほ

どの改善がみられたことから，集団の実態を把握して

段階的なＳＧＥを継続的に実施することで，よりその

効果が期待できると考えられる．

4．ＳＧＥを通した自己肯定感および成人キャリア成

熟の関連

事後調査においては成人キャリア成熟得点のうち，

｢人生キャリア関心`性」因子得点と強い正の相関が見

られた自己肯定感因子は，「自己実現的態度」因子で

あり，かなりな正の相関が見られた因子は，「自己受

容」因子，「自己表明・対人的積極性」因子であった

これらから，夏秋9)が東京都生活文化局『親子関係に

関する調査報告書」をもとに「自分の能力に自信がな

いと認識したり，（中略）コミュニケーションが不活

発だったり，（中略）の子に『社会へのあきらめ」意

識が強い」と述べているように，ありのままの自分を

受け入れ，意欲的に何事にも取り組み，積極的に他者

と関わろうとする態度が高まることで，積極的な関心

を持って自分の人生を歩む姿勢が養われることが分か

る．

次に「人生キャリア自律性」因子得点とかなりな正

の相関が見られた自己肯定感因子は，「自己受容」因

子，「自己実現的態度」因子であったこれらから，

山田'0)が「自発的に目標を決められる子どもは，努

力の過程でも力を発揮することができ，目標を自分の

力にあわせて修正しながら取り組むことができる」と

述べているようにありのままの自分を受け入れ，意

欲的に目的意識を持って何事にも取り組む態度が高ま

ることで，自分の人生に対して自分の意志と責任を

持って切り開いていく姿勢が養われることが分かる．

最後に「人生キャリア計画性」因子と強い正の相関

が見られた自己肯定感因子は，「自己実現的態度」因

子であり，かなりな正の相関が見られた因子は「自己

受容」因子であったこれらから，ありのままの自分

を受け入れ，意欲的に目的意識を持って何事にも取り

組む態度が高まることで，今の自分に必要な課題が見

つかり，自分の人生に対して自分なりの具体的な考え

を持つ姿勢が養われることが分かる．これは事後調査

の「夢・目標についての自由記述」において協力者の

－人が「今年度中に１日クラスで授業を受けたい.」

と答えていたことからも，今の自分に必要な課題を見

出し，具体的な目標ができたことが窺える．

以上のことから，成人キャリア成熟各因子得点と

｢自己受容」因子，「自己実現的態度」因子各得点とは

高い相関関係があることがわかった．これらより自己

受容を深め，自己実現的態度を高めることで，自分の

これからの人生や生き方について高い意識を持つよう

になることが考えられる．

また，事前調査に比べ事後調査において相関係数の

明らかな上昇が見られた項目は，「人生キャリア関心

性」因子得点については「自己表明・対人的積極性」

因子であった．これは，山田'0)が「大きな目標は，

現在の直接的な努力目標にはなりにくく，日常の具体

的な努力の対象にもなりにくいしたがって，大きな

目標は大切にするが，小さな目標がいっぱい達成きれ

るような，日常的な努力の積み重ねが必要になる」

と述べていることから，全SGEが自分を見つめ直す

機会となり，自分を振り返ることと，夢・目標を達成

させたいと思う気持ちが生まれることによって，今自

分がすべき具体的な課題や自己の改善点が見つかり，

冷静かつ現実的に物事を捉えることができるように

なったということが考えられる．また，事後調査の

｢アンケートに関する質問・感想」において協力者の

－人が「改めて自分を見つめ直すと自分は少し考えす

ぎたりマイナス思考だったりするところがあるのでそ

こが分かってよかったし，今後の生活での改善点が見

つかった」と記述したことからも，この関連性が裏付

けられる．

5．実施者の記録から見たＳＧＥの効果

第１回SGEでは，初回にしてはリラックスした状態

で実施され，自分や相手を肯定的に見つめた１時間

だったことが窺える．このことは，もともと協力者同

士は保健委員会等で，面識のある間柄だったこと，

ムードメーカー的存在がいたことなどが考えられる．

しかしその反面，第１回SGEは実施者が介入したり，

助言を行ったりして明るい雰囲気を作る場面が見られ

たため，協力者の主体性を大切にする必要性も課題と

して挙がった．

次に第２回SGEでは，第１回よりリラックスした

状態で臨んでいたことが分かる．しかし，一部でペア

編成についてもめたり，エクササイズに恥じらいが生

じた場面が見られただが，集団全体としては動揺す

ることなく落ち着いた雰囲気だったこれは他の協力

者がSGEに対しての目的意識が強く，集中してＳＧＥ

に臨んでいたためだと考えられる．以上のように，第
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ここでは，企画・準備における留意点実施上の注

意，学校で実施する上での課題に分けて以下に述べる．

l）企画・準備における留意点

今回ＳＧＥを構成していくにあたり，ＳＧＥで達成し

たい目的を設定し各回のエクササイズ内容を選択し

た．選択には，諸富ｲ)の「自分を好きになるエンカウ

ンター」の流れである第一段階「自分のいいところを

見つける｣，第二段階「自分のダメなところをもポジ

ティヴな視点からとらえ直していく｣，第三段階「自

分のいいところも，悪いところも，ただただそのまま

認め，受け入れていく」を参考に選択し構成したこ

れらより，ＳＧＥの全体像が見え，実施者に目的達成

意識が芽生えより効果的なＳＧＥを実施することが

できたと考えられる．

次に，岡田'')のエクササイズ活用の手11頂を参考に

し，各SGEの時間の流れ・手111頁を，①ウォーミング

アップ，②インストラクション（デモンストレーショ

ン)，③エクササイズの実施，④シェアリングとした

ウォーミングアップでは，エクササイズに向けて心身

の準備運動，インストラクションでは，目的を理解し

実施者によるデモンストレーションを見ることでエク

ササイズの流れをつかむこと，エクササイズでは，各

回の目的を達成できるようにすること，シェアリング

では，エクササイズを振り返り気付きや考えを共有す

ることをねらいとして挙げた．このように，ＳＧＥの

一連の流れを設定することで，実施者は進行しやすく，

各回における協力者の変化に気付きやすくなる．また

協力者は次の行動に移りやすくなり，気持ちの切り替

えがしやすくなる．このことからＳＧＥの時間の流れ

を設定することで，より効果的なＳＧＥとなると考え

られる．

最後にアンケートによる事前調査にて，集団の実

態を把握した上で，エクササイズ内容がその実態にふ

さわしいものかを検討したこの際，日常的に協力者

と関わっている養護教諭の意見をもとにエクササイ

ズの検討，ペア・グループ編成を行ったこのように

１回のアンケートで得られたデータのみでなく，日常

の状態を把握した実施が，目的の達成につながると考

えられる．以上より，ＳＧＥの企画・準備を行う際の

留意点として，エクササイズ内容の選択，ＳＧＥの手

Ⅱ頂設定，実施者の介入計画段階において，協力者の実

態を適切に把握した上で進めていくことが必要だと考

えられる．

2）実施者の介入上の注意

今回実施者は全SGEにおける土台として「肯定

的かつ受容的に相手の話を聴く姿勢」つまり「傾聴の

姿勢」を挙げたこれは，協力者間の信頼関係を築き

目的を達成することをねらいと考えたためである．実

２回は一人ひとりの実態の違いを痛感させられる内容

であった．そのため，ＳＧＥにおいては個人の実態を

把握して，実施者が適切な介入をする必要性があると

考えられる．

次に第３回SGEでは，遅刻によりエクササイズの開

始時間が遅れ，最初は雰囲気が良くなかった．しかし

ウォーミングアップが楽しかったようで，その後は笑

顔が徐々に増えてきた．このことから，ＳＧＥにおけ

るウォーミングアップは心身の準備運動によってリ

ラックス状態を作り出す重要な役割を果たすことが分

かったウォーミングアップの内容も，緊張感を生み

出すものであってはならず，体を使って集団全体で一

体感を感じられるようなものでなけらればならないと

分かった．受容のロールプレイでは，実施者の開始の

指示と同時にペアが一斉に体を向き合わせる様子が

見られたため，－人ひとりが肯定的な話の聞き方を意

識していたと思われる．また自分の話を肯定的に聴

いてもらうことにより，次々と話題が生まれ話が発展

していた．このことより，相手に自分を受け入れても

らいたいと思う気持ちが強いことと，受け入れてもら

えたことで安心感を得たことが分かる．その結果，自

己受容を深めることができたと考えられる．しかし，

｢自分が気になっていることや悩み」を相手に話す際

の会話内容は「勉強のこと」や「成績のこと」など差

し障りのないことを話題の中心にしていたペアが３組

いたこれはＳＧＥ開始後間もないこともあり，協力

者間の信頼関係が築かれている途中段階であったこと

が考えられる．

最後に第４回SGEでは，ウオーミングアップにお

いて協力者の緊張が十分ほぐれたため，穏やかな雰囲

気で１時間すすめることができた協力者が記入した

ハッピーウエーブの結果から，現時点の状態は全員

「しあわせのレベル」が＋であり，これから向上して

いくだろう様子が窺える．これは，ウォーミングアッ

プにおいて十分リラックスした状態が作られたため，

今までの自分を受容しやすい環境にあったことによる

と考えられるまた，最終エクササイズに「ハッピー

ウエーブ」を用いたため，協力者の夢・目標が明確に

なったことから，最終回ＳＧＥのエクササイズ選択は

適切であったと考えられる．

このような結果が得られたのは，ＳＧＥを通して相

互信頼感を醸成し，安心して自己開示できるための土

台づくりができたことによると考えられる．またその

土台をもとに自己開示を果たし他者の多様な考え

に触れることで，自己理解と他者理解ができたこと，

段階的に自他に対しての気付きの幅が広がったことで，

前向きな姿勢や積極性が養われたためだと考えられる．

6．ＳＧＥを実施する上での課題・留意点
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施者は各ＳＧＥにおけるインストラクションの際に

エクササイズやシェアリングにおいて「傾聴の姿勢」

を心がけるよう協力者に伝えた協力者の振り返り

シートの記述に「目標：聞き上手｣，「いつか友達の悩

みなどを聞くときには，肯定的な聞き方で聞こうと思

いました」「自分の仲間に，少しでも不安に思ってい

ることがあったら聞き入れて，受容的な態度で心か

ら接してあげたいと思いました」などが見られたこ

とから常に「傾聴の姿勢」を心がけていたと推測さ

れるそのことにより，協力者間の信頼関係が深まり，

目的が達成されやすくなったと考えられるよって，

実施者は目的達成のために必要な土台を決め，協力者

の意識が深まるよう適切な介入を行う必要があること

が考えられるまた，養護教諭からの意見をもとに考

えると，実施者の介入が発達段階や集団の特徴に合わ

せたものでなければ，協力者は「やらされている」と

感じて自発性を阻害されたり，一方では何をやってい

るのか分からず目的が達成きれなかったりする場合も

想定される．よって，ＳＧＥの目的達成のためには，

実施者は集団に合わせた適切な介入を行っていかなけ

ればならないと考えられる．

3）学校で実施する上での課題

今回のＳＧＥは少人数で実施し，対象も積極的で高

い意識を持った集団であったため，目的達成が期待で

き，望ましい結果が得られたしかし，学級など大人

数で行う場合は一人ひとりが正しく目的を理解して参

加することが難しいため，期待する結果が得られにく

いということも考えられる．よって，川崎'2)が「エ

クササイズを実施する以上，集団の中に入れない生徒，

入らない生徒，心に傷を負う生徒，エクササイズの流

れをかき乱す生徒などが存在することを，想定して計

画立てていくことが大切である.」と述べていること

から，学校や学級の実態に合わせたＳＧＥ構成，エク

ササイズ選択，グループ構成等を十分検討することが，

学校で実施する上での課題であると考えられる．

最後に梶田')が「目標意識をもつということは，

(中略）人の主体性の発達の過程において，不可欠の

重要性をもつ発達課題の一つ」と述べていることから

子どもたちが夢・目標を持つことは，前向きに自己の

人生を切り開いていく上で非常に重要な課題だという

ことが考えられる．また，野口3)が「お互いを認め合

い励まし合い学び合えるクラスの雰囲気づくりが

進路を乗り切る土台となるので，ＳＧＥの果たす役割

は非常に大きい.」や「グループでの活動を伴うＳＧＥ

では，エクササイズを通して，生徒同士が何を考えて

いるか知る機会になり，他人の言動から自分のことを

考えるきっかけを得ることもできる．だから，自己理

解を目標とする進路指導にたいへん有効なのである.」

と述べていることから，進路指導やキャリア教育にお

いてＳＧＥを実施することは非常に効果的だと考えら

れる．

5．結論

ＬＳＧＥを実施することで，対象者の自己肯定感は有

意に高まり，自己肯定感を高めるためにＳＧＥは効

果的と考えられる．

２ＳＧＥを実施することで，対象者の夢・目標に対す

る意識は有意に高まり，自己肯定感を高めるために

企画・準備されたＳＧＥは夢・目標を明確にし，前

向きな姿勢を向上きせるためにも効果的と考えられ

る．

3．ＳＧＥの実施前後において対象者の自己肯定感およ

び夢・目標に対する意識の変化には個人差が見られ

たＳＧＥのねらいを達成するためには，個人の特

徴を十分把握しエクササイズ内容の工夫やペア・

グループ構成等における細かい配慮をするとともに

ＳＧＥを継続的に行う必要があると考えられる．

４対象者の実態を把握し，実態に合わせたＳＧＥの企

画・準備をすることで，期待する結果が得られた．

5．進路指導やキャリア教育においてＳＧＥを実施する

ことは，夢・目標に対する意識を高めるため効果的

と考えられる．
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